
本製品について 各部の名称
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●本製品は、サーモスタットの働きで混合水の温度を一定に保つ混合栓です。

●全自動システム‥‥ 赤外線センサーとマイコン制御により、吐水口の下に差し出された手を感知して自動吐水、手を

　　　　　　　　　　遠ざけると自動止水します。

●市販アルカリ

　  乾電池使用‥‥‥ 乾電池は市販のアルカリ乾電池（単3×4本）を使用しているので入手が容易です。

●長寿命‥‥‥‥‥‥1日に100回の使用で、乾電池寿命は約2年間です。

　　　　　　　　　   （乾電池の特性上、周囲温度が低い場合には、2年以内でも作動しなくなる場合があります。

　　　　　　　　　　また、同梱の乾電池は動作確認用です。お早めに新しい乾電池にお取り替えください。）

駆動部（電磁弁）：
回路からの指示により

水を流したり止めたり

します。

センサーコード：
電力をセンサーへ送り

センサーの感知信号を

電磁弁へ送ります。

電源部：
回路や電磁弁を動かす電源

です。市販のアルカリ乾電

池（単3×4本）から成り

立っています。

参照：P19～20
ベンリーカン：
手で曲げられるステンレス製の

フレキシブルパイプです。

回路：
このシステムの頭脳、差し出

された手を感知すると駆動部

の電磁弁に水を出すよう指示

します。

参照：P17

吐水口

センサー感知窓

センサー水栓
（センサー内蔵スパウト）

安全ボタン

アングル止水栓

ストレーナ付逆止弁

サーモミキシング部：
感度の良いワックスエレメントを

使用しています。

温度調節ハンドル：
温度調節ができます。高温に

したい時は、安全ボタンを押

して回します。

参照：P17～18

流量調節栓：
ドライバーで回す事により

流量を調節したり、配管から

の水を止める事ができます。

参照：P20

●AC100Vで使用する場合は

　別売のACアダプター（EY500-1）

　が必要です。

コネクター

ACアダプター
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本製品について 寸法図

●仕様により、寸法が異なる場合があります。
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差し出された手を感知すると自動吐水し、遠ざけると自動止水します。

1
感　知

2
吐　水

3
止　水

水栓内のセンサーが吐水口下の手を
約0.5秒以内で感知します。

手を感知した回路から、感知信号が
駆動部へ送られ電磁弁が開き、水が
出ます。

感知しなくなって約1秒後に自動止水
します。

自動
止水機能

●約1分間連続感知すると自動的に止水します。

ご使用について 吐水・止水

吐水 自動的に止水

約1分後

ご使用について 温度調節方法

温度調節

ハンドルを左に回す　　  温度が下がる

ハンドルを右に回す　  　温度が上がる

■ 給湯機（給湯リモコンなど）の給湯温度は、誤操作などによるやけど防止
    のため、50～60℃設定をおすすめします。
　  給湯機の設定温度が優先されるため、設定温度が低いとサーモ機能が正常に作動し

　  ないおそれがあります。

　  ※本製品はやけど防止のため、安全ボタンを押してH最大まで回しても水が混ざる

　　  構造となっており、H最大まで回しても給湯機の設定温度より低温の湯が出ます。 給湯側

50～60℃

給水側

目盛を赤ポイントに合わせる。
数字は温度の目安としてご使用ください。 安全ボタン

湯

水

赤ポイント
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ご使用について 器具の温度調整方法
器具は出荷前に調整済ですが、取付現場の圧力、給湯温度などの条件により目盛と異なる温度の混合水が出る事が
あります。このような場合は下記の調整を行ってください。

2　温度調節ハンドルのキャ

　ップ、なべ小ねじをはずし、

　目盛と関係なく吐水温度

　が適温（およそ40℃）に

　なるように回します。

3　吐水温度が適温（およそ

　40℃）になる位置で温度

　調節ハンドルをはずしま

　す。

4　目盛の40の文字と赤ポ

　イントを合わせて、温度

　調節ハンドル取付けます。

40

栓棒

赤ポイント

温度調節
ハンドル

なべ小ねじ

キャップ

40℃

注意

高温の使用

注意

安全ボタンを押して回す。

※安全ボタンを押して温調ハンドルを回しても高温の湯
　が出ないときは、給湯機（給湯リモコンなど）の給湯
　温度を50～60℃に設定した後、水栓側の温度調節ハ
　ンドルをH側へ回してください。

●安全ボタンを押さずに回すと器具を破損するおそれがあります。
●高温の湯を使用した後は必ず、温度調節ハンドルを40以下に戻
　してしばらく水を流してください。

給湯 42℃

運転
入/切

ふろ
自動

優先

給湯 60℃

運転
入/切

ふろ
自動

優先

着火

（注）水温の高い夏場で吐水量を少なくして使うと瞬間式給湯機の場合、着火しない

　　　ことがあります。

　　　この場合には、水栓側のハンドルを全開に（吐水量を多く）するか、給湯機の

　　　温度設定を下げてください。

安全ボタン

1　給湯機の給湯温度を設定します。
　　 給湯温度の設定についてはP17～18を参照してください。

●温度調節ハンドルを取付ける時、栓棒を回さないようにしてください。
●目盛・数字とも目安としてご使用ください。
●温度調節ハンドル取付け後、温度調節ハンドルを水側へ全開に回し、給湯機が着火し
　ないことを確認してください。
　着火する場合は、吐水温度を下げて再度、温度調節ハンドルを取付けてください。
●部品をなくさないように注意してください。
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ご使用について 電池の取替え

3　電池ホルダーを引出し、乾電池を取替えます。

1　アングル止水栓
　  の流量調節栓を
　  右に回し、止水
     します。

2　駆動部の上部（フタ）を手前に
     向け固定する。

3　駆動部のフタをはずし、
　  コネクター（白）の接続を
　  はずす。

止水

電池ホルダー

乾電池（市販）
アルカリ乾電池（単3×4本）

●センサー感知窓や電源部と

　コード接続部が水に濡れた

　り、汚れ、傷がつかないよ

　うに注意してください。

●あらかじめ洗面器の内部を

　きれいに拭いてください。

注意

4　コネクターを接続します。

センサーコード接続時、コネクターは必ず駆動部内部
に収納してください。

注意

（1） 電池ホルダーを駆動部に入れ、コネクター

てけ付取をタフ、後たし納収、し続接を）白（ 　　

　　 ください。

乾電池（市販）‥‥アルカリ乾電池
　　　　　　　　  （単3×4本）

乾電池が消耗すると、センサー感知窓の赤ランプが10秒毎に点滅します。

赤ランプが2回点滅になると作動しなくなります。

新しい乾電池と取替えてください。

乾電池が消耗すると赤ランプが1回点滅します。

点滅開始後、約1000回あるいは10日間程度は

使用可能ですが、早めに新しい乾電池と取替えて

ください。

赤ランプ点滅

10秒 10秒
■ 第一段階

10秒 10秒
■ 第二段階

アングル
止水栓

⑥固定

①ゆるめる

③駆動部

④固定

フタ

センサーコード

コネクター
 （白）

フタ

センサーコード

コネクター
 (白)

フタ

コネクター（白）

コネクター
（黒）

駆動部

センサー
コード

流量調節栓

（2） コネクター接続後、赤ランプが3回点滅

       した後、消灯します。

3回点滅後消灯

赤ランプ点滅中はセンサー感知窓正面に

立ったり、障害物が入らないようにして

ください。

誤作動の原因になります。

注意

●必ず、アルカリ乾電池をご使用ください。

●乾電池の方向に注意してください。

●新しい乾電池と古い乾電池、または異なる種類

　の乾電池を混ぜて使用しないでください。

●使い切った乾電池は、早めに取出してください。

●充電式の乾電池は使用しないでください。

●乾電池に記載の注意事項をお守りください。

お願い

②ゆるめる
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点検‥‥‥‥乾電池取替え後、止水栓のハンドルを開け通水し、作動点検をしてください。
       40℃でない場合は吐水温度の調整が必要です。　参考：P17～18

●配管部などに保温材を巻いてください。

●屋内の窓を閉めるなどして水栓周囲の温度が氷点下にならないように

　してください。

※凍結による破損は保証期間内でも有料修理となります。

ご使用について 凍結予防
凍結のおそれがある場合は、次の処置によって凍結を予防できる場合があります。

ご使用について 流量調節
ドライバーで回す事により流量を調節したり、配管からの水を止める事ができます。

日頃のお手入れ 汚れの拭き取り
製品についた汚れを放置しておくと、汚れが落ちにくくなることがあります。

快適にお使いいただくために、日頃のお手入れをおすすめします。

次のものは使用しないでください。変色や傷みのおそれがあります。

●酸性・アルカリ性および塩素系の洗剤類

　※特に酸性洗剤はメッキを侵します。

●ベンジン・シンナー・ラッカー・アルコールなどの溶剤や油類

●クレンザーなどの粒子の粗い洗剤

●ナイロンたわしなど

　　注意

●柔らかい布で水拭きして、よくしぼった布で汚れを拭き取ってください。

●汚れが目立つときは、中性洗剤を柔らかい布にふくませて拭き取った後水拭きして、よくしぼった布で汚れを

　拭き取ってください。

窓を閉めるなど

流量が
少なくなる

マイナス
ドライバーなど

流量が多くなる

流量調節栓

アングル止水栓

　④ 固定

② ゆるめる

フタ

① ゆるめる

⑤ 固定

③ 上側5　フタのついた面を上側にして固定します。

洗剤 ・ 薬品が本体に付着した場合は、すぐにきれいに

拭き取ってください。

本体の割れや変色変質の原因となります。 すぐ拭く
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日頃のお手入れ ストレーナ付逆止弁・吐水口の掃除

再使用時

●センサー感知窓や電源部

   とコード接続部が水に濡れ

   たり、汚れ、傷がつかない

   ように注意してください。

●あらかじめ洗面器の内部を

   きれいに拭いてください。

   誤作動の原因になります。

●部品が排水口に落ちない

   よう、ゴム栓あるいは布

   などでふさいでください。

注意

。すまりあがとこいなきで揮発を能機な分十、とくおてし置放をれ汚の口水吐 ・ 弁止逆付ナーレトス
快適・衛生的にお使いいただくために、日頃のお手入れをおすすめします。
（近所で水道工事があったり、長期間使用し湯水の出が悪くなった場合にも、汚れの点検・お手入れをおすすめします。）

。いさだくてし認確かるいてっま閉に実確が体本器流整 ・ 弁止逆付ナーレトス

日頃のお手入れ センサー窓の掃除

1　流量調節栓を右に回し、 止水します。

2　水またはぬるま湯に浸した綿布で汚れを拭き取ります。
　　汚れがひどい場合は、綿布にうすめた食器用中性
　　  洗剤を含ませて拭き取った後水拭きしてください。

2　掃除

拭き取り時にセンサー面に傷をつけないでください。

注意

綿布

センサー感知窓

3　掃除

2 
ストレーナ付
逆止弁

1
流量調節栓

アングル
止水栓

オーリング

フチ止め網

カシメ網

2　整流器本体

アングル
止水栓

流量調節栓

1　止水

1　流量調節栓を右に回し、止水します。

2　ストレーナ付逆止弁・整流器本体をはずします。

3　ハブラシなどで網部分を掃除します。
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定期的な点検 配管周りの水漏れ ・ 器具のガタツキ

 定期的に、配管周りの水漏れがないか確認してください。（年2回を目安）

 定期的に、器具のガタツキがないか確認してください。（年2回を目安）

、りたしをがけ ・ どけや、し損破が品部でどな耗摩 ・ 化劣 
 水漏れして家財などを濡らす財産損害発生のおそれがあ
 ります。

 漏水を確認した場合は、流量調節栓または配管中の元栓を閉
 めてください。

 修理の依頼をされる場合は、「保証とアフターサービス」（　P26）
 を参照してください。

定期的な点検 可動部分の点検

可動部分が固くて動きが悪い場合は、水あか固着や潤滑剤切れです。

放置すると故障の原因になりますので、「保証とアフターサービス」（P26）を参照し、修理をご依頼ください。 

。いさだく照参を記下はていつに検点の栓節調量流 ・ ルドンハ節調度温

は合場たっなくなら回が栓節調量流 ・ ルドンハ節調度温 、
「保証とアフターサービス」(P26)を参照し、修理をご依頼
ください。

定期的な部品交換 ストレーナ付逆止弁の交換時期

ストレーナ付逆止弁の交換時期
年5～3 ： 安目の

※交換時期は、使用環境などにより異なります。
※ストレーナ付逆止弁の交換を依頼される場合は、
　「保証とアフターサービス」（P26）を参照して
　ください。

万が一、ストレーナ付逆止弁が正常に機能しない
場合、状況によっては水栓から一度吐水した水が
逆流するおそれがあります。

ぐらっ

確認

ストレーナ付逆止弁の交換

ストレーナ付逆止弁の交換

流量調節栓を回す際は設定位置を確認し、回した後に
02P ： 照参。いさだくてし戻に置位の元

を栓節調量流 ・ ルドンハ節調度温きどきと、らか頃日
回してください。（月1回を目安）

温度調節ハンドルを長期間回さずに使用すると機能部に水あか
などが付着し、温度調節機能が損なわれるおそれがあります。
流量調節栓を長期間回さずに使用すると水あかなどが付着し、

。すまりなに因原の生発の音異 ・ れ漏水、とるすとうそ回に理無

マイナス
ドライバーなど

水漏れ


